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シンポジウム予稿原稿の見本です
―サブタイトル―

バイオ研究機構・広島大院理）

○広島花子・化学太郎・SMITH J. P.

予稿原稿作成上の注意事項

用紙設定：
A4判(297mm×210mm)　縦

余白(マージン)：
上下左右とも30mmに設定

余白の大きさは変更しないでください。

正確にこの寸法にできない場合は、１段階大きく余白を設定してください（その分有効範囲は小さくなります）。

講演番号欄：
通知される講演番号を記入してください。

このサンプルでは、原稿用紙有効範囲の左上、幅30mm 高さ25mm の部分にレイアウト枠を用意しました。

この枠内にフォントサイズ18ポイントで記入してください。

その他の注意事項

· 原稿の提出、公開、印刷

· この原稿はPDF形式にして討論会Webページ上で提出していただきます。

· 提出されたPDFファイルは講演要旨としてWebで公開します。

· 要旨集作成時には等倍で印刷されます。

· フォント

· フォントサイズは 10.5ポイント（この文字の大きさ） が目安です。

· 推奨フォントは次の通りです。（見本字体の一部に代替フォントを使用しています）
	日本語
	Windows
	ＭＳ明朝、ＭＳゴシック

	
	Macintosh
	ＭＳ明朝、ＭＳゴシック、平成明朝、平成角ゴシック、
ヒラギノ明朝、ヒラギノ角ゴ

	英語
	Windows,
Macintosh
	Adobe社の定めた【欧文基本14書体】
Courier, Courier-Bold, Courier-BoldOblique, Courier-Oblique, Helvetica, Helvetica-Bold, Helvetica-BoldOblique, Helvetica-Oblique, Symbol, Times-Roman, Times-Bold, Times-BoldItalic, Times-Italic, ZapfDingbats （Times, Times New Roman を含む）


上記以外のフォントでは、読者の環境で原稿が再現できないことがあります　

· 図表等

· 図表等は別添とせず、原稿に直接貼り込んでください。

· カラーの図表は、白黒出力時の濃淡に注意してください。

· 段組

· 読みやすさを考慮して本文を２段組にすることは差し支えありません。
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